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早
く
も
新
緑
の
季
節
を
迎
え
、

千
秋
町
連
区
の
皆
様
方
に
は
、
ま

す
ま
す
お
元
気
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
の

諸
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と

新
千
秋
町
連
区
町
会
長
代
表
者 

 
 

岸 

新
治
氏
選
出
さ
れ
る 

 

平
成
26
年
３
月
28
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
町
会
長
会
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
の
千
秋
町
連
区
町
会
長
代
表
者
に
岸
新
治
氏
（
佐
野
）
、

同
副
代
表
者
に
橋
本
博
明
氏
（
小
山
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
３
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
現
在
で
も
多
く
の
方
が
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
思
う
と
、
私
た
ち
も

到
底
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
心
が

痛
む
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
近
い
将
来
の
発
生
が
予

測
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
三
連
動
地
震
は
東 

日
本
大
震
災
と
匹
敵
す
る
規
模

の
地
震
と
言
わ
れ
て
お
り
、
甚
大

な
被
害
予
想
も
出
て
お
り
ま
す
。

そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
改
め
て
災
害
時
に
お
け
る
連

絡
体
制
、
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し

の
方
々
の
安
全
確
保
な
ど
を
考

え
ま
す
と
、
真
に
助
け
合
え
る
の

は
地
域
の
仲
間
で
あ
り
、
町
内
会

と
地
域
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ

た
防
災
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
町
内
会
の
役
割
は
、
町
内

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
々
の
安

全
を
確
保
し
、
安
全
な
町
を
育
む

事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆

様
の
益
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
千
秋
町
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
設
置
に
よ
る
地
域
活
動
の
推

進
が
図
ら
れ
る
一
方
、
今
年
の
６

月
に
は
、
活
動
拠
点
と
な
る
新
し

い
千
秋
公
民
館
が
開
館
し
、
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の

理
解
を
得
て
始
め
た
生
活
交

通
バ
ス
の
運
行
、
そ
し
て
流

域
下
水
道
の
整
備
推
進
な

ど
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

千
秋
町
で
は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
祭
り
や
夏
の
盆
踊

り
、
町
民
運
動
会
や
敬
老
会

な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
各
種

行
事
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

と
共
に
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
、
安
全
・
安
心
な
住
み
よ

い
ま
ち
『
千
秋
』
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
至
ら
な
い
点
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
に

と
ぞ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

連
区
女
性
部
長
決
定 

 

３
月
13
日
（
木
）
開
催
さ
れ

た
連
区
女
性
部
役
員
総
会
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
の
女
性
部
長
に
、

北
村
き
ぬ
子
氏
（
勝
栗:

写
真
右
か

ら
二
番
目
）
、
副
部
長
に
伴
和
子
氏

（
加
納:

同
右
側
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
他
支
部
長
は
、 

東
部 

（
馬
場
）
大
石
晶
子 

南
部 

（
小
山
）
橋
本
幸
江 

中
部 

（
佐
野
）
庄
加
美
都
子 

北
部 

（
浮
野
）
武
藤
美
恵
子 

の
皆
さ
ん 

※ 発行者 
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末
広
大
学
４
月
開
講 

『
市
長
の
市
政
講
話
』 

 

４
月
４
日
（
金
）
一
宮
市
高
齢

者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
千
秋
支
部
主
催
に
よ
る

教
養
講
座
が
今
年
も
始
ま
り
ま
し

た
。
第
１
回
は
、
会
場
が
満
員
と

な
る
ほ
ど
の
盛
況
な
参
加
者
で
溢

れ
、
市
長
に
よ
る
「
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
」
と
題
し
た

講
話
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い

な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

内
容
も
体
育
館
・
新
庁
舎
・
ⅰ

ビ
ル
と
数
々
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
終
盤
に
差
し
掛
か
り
、
一

連
の
合
併
事
業
も
集
大
成
と
な
る

時
期
と
な
っ
た
今
、
ど
う
活
用
し

て
い
く
か
は
使
う
人
自
身
の
知
恵

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
も
。 

【
新
庁
舎
は
連
休
明
け
に
開
庁
】 

 

青
木
川
桜
祭
り 

 

七
福
神
・ミ
ス
が
福
を
よ
ぶ 

 

４
月
６
日
（
日
）
千
秋
児
童
館
で

第
46
回
青
木
川
桜
祭
り
が
青
木
川

桜
保
存
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
強
風
と
時
折
の
雨
が
桜

花
を
揺
ら
し
、
関
係
者
を
悩
ま
せ
ま

し
た
が
、
何
と
か
持
ち
こ
た
え
、
市

内
パ
レ
ー
ド
中
の
七
福
神
や
ミ
ス

と
共
に
、
会
場
内
は
大
勢
の
参
加
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

【
七
福
神
・
ミ
ス
と
共
に
挨
拶
す
る
市
長
】

学
校
紹
介 

 
 

 

今
月
と
来
月
に
渡
っ
て
、
千
秋

町
の
小
中
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

各
学
校
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
特
色
の
あ
る
教
育
方
針
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

千
秋
東
小
学
校 

  

 

   

千
秋
東
小
学
校
で
は
、
教
育
目

標
「
社
会
に
参
画
す
る
意
欲
に
富

み
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

を
も
つ
子
の
育
成
を
図
る
。」
の
も

と
、
か
し
こ
く
（
自
ら
学
び
自
ら

を
考
え
る
子
）・
あ
か
る
く
（
自
ら

を
律
し
、
他
を
思
い
や
る
心
を
も

つ
子
）・
た
く
ま
し
く
（
健
康
で
、

意
欲
的
に
活
動
す
る
子
）
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
全
職
員
が
日
々
の
教
育

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
目
標
の
も
と
、 

【

経

営

方

針

】 

① 

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
将 

来
に
希
望
を
持
ち
、
成
長
す
る
こ

と
を
支
え
る
。 

・
子
ど
も
の
学
び
た
い
気
持
ち
を

支
え
る
。 

・
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
豊
か
な

心
の
育
成
を
図
る
。 

② 

地
域
と
の
連
携
を
図
り
、体
験

活
動
な
ど
多
様
な
学
び
を
行
う
。

・
地
域
が
持
っ
て
い
る
豊
か
な
文

化
を
大
切
に
す
る
態
度
を
養

う
。 

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
栽
培

活
動
な
ど
体
験
活
動
に
取
り
組

む
。 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
と

育
ち
を
目
指
す
。 

・
学
習
や
生
活
指
導
に
つ
い
て
中

学
校
と
の
連
携
を
進
め
る
。 

・
学
校
運
営
に
地
域
の
住
民
や
保

護
者
の
積
極
的
な
参
画
を
進
め

る
。 

【
本
年
度
の
重
点
努
力
目
標
】 

① 

確
か
な
学
力
の
育
成 

・
学
習
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
の
定
着 

・
読
解
力
や
表
現
力
の
向
上 

・
計
算
力
や
漢
字
力
の
向
上 

・
国
際
理
解
教
育
の
推
進 

② 

豊
か
な
心
の
育
成 

・
道
徳
教
育
や
学
級
会
活
動
の 

 

充
実 

・
異
学
年
交
流
の
推
進 

・
福
祉
実
践
教
室
、
栽
培
活
動
、 

合
唱
祭
へ
の
参
加 

・
朝
読
書
な
ど
の
充
実 

③ 

健
康
や
体
力
の
増
進 

・
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の 

確
立 

・
安
全
意
識
の
高
揚 

・
歯
磨
き
指
導
の
充
実 

・
持
久
走
や
縄
跳
び
運
動
な
ど 

を
通
し
て
の
健
康
の
増
進 

④ 

地
域
と
の
連
携 

・
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
地 

 

域
へ
貢
献
す
る
意
欲
の
高
揚 

・
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」「 

 

見
守
り
隊
」
な
ど
地
域
と
の 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

・
学
級
数 

12
学
級 

・
児
童
数 

269
名 

・
校
長 

伊
藤 

文
代 

・
職
員
数 

30
名 
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昨
年
度
、
地
域
の
皆
様
に
は
、 

様
々
な
面
で
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
度
も
今
ま
で
以
上

に
登
下
校
の
見
守
り
活
動
、
読
み

聞
か
せ
、
栽
培
活
動
、
稲
作
の
体

験
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
緑
化
活

動
な
ど
様
々
な
面
で
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

「
学
校
が
楽
し
い
・
授
業
が
よ

く
分
か
る
・
行
事
が
楽
し
い
・
東

小
が
好
き
」
な
子
ど
も
た
ち
を
た

く
さ
ん
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。 

千
秋
東
小
学
校 

 
 

新
校
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

伊
藤 

文
代 

校
長 

   

 

    

こ
の
た
び
の
異
動
で
千
秋
東

小
学
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
校
長
の
伊
藤
文 

代
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生 

か
し
て
、
全
職
員
で
一
人
一
人 

を
見
守
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学

校
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

千
秋
中
学
校 

 

・
学
級
数
18
学
級 

・
生
徒
数 
546
名 

・
校
長 

髙
木
浩
正 

・
職
員
数 

42
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

本
校
は
、
昭
和
22
年
に
千
秋

町
立
千
秋
中
学
校
と
し
て
開
校

し
、
本
年
度
で
68
年
目
を
迎
え

た
伝
統
校
で
す
。
本
年
度
は
、
教

育
目
標
を
、
「
知
・
徳
・
体
の
調

和
が
と
れ
た
、
自
立
に
向
け
て
努

力
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
」
と

し
、
め
ざ
す
生
徒
像
を
次
の
よ
う

に
見
直
し
ま
し
た
。 

☆
命
を
尊
び
、
自
分
も
仲
間
も
大 

切
に
で
き
る
生
徒 

☆
自
ら
学
び
、
自
ら
実
践
で
き
る 

た
く
ま
し
い
生
徒 

☆
礼
儀
正
し
く
、
他
に
感
謝
で
き 

る
生
徒 

☆
自
ら
心
身
を
鍛
え
る
た
く
ま
し  

い
生
徒 

☆
千
秋
中
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇 

り
を
も
ち
、
あ
き
ら
め
な
い
で 

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
生
徒 

 

 

ま
た
、
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
や

る
気 

元
気 

千
秋
』
と
改
め
、

生
徒
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
工

夫
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
づ

く
り
に
本
年
度
も
取
り
組
み
ま

す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
級
委

員
と
本
部
役
員
か
ら
な
る
「
常
任

委
員
会
」
を
中
心
に
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
教
室
」

「
社
会
見
学
」
な
ど
の
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、『
学

校
運
営
協
議
会
』
の
ご
提
言
も
生

か
し
つ
つ
、
「
千
秋
の
子
は
千
秋 

で
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
教
育
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
９
月
20
日
に
体

育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の

協
力
を
得
て
熱
中
症
対
策
の
た

め
町
内
テ
ン
ト
が
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
光
景
は
圧
巻
で
す
。
市
内

の
他
の
中
学
校
か
ら
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
始

め
た
群
団
制
や
全
校
男
子
生
徒

に
よ
る
「
組
立
体
操
」
、
全
校
女

子
生
徒
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
も
見

も
の
で
す
。 

 

『
音
楽
会
』
を
本
年
度
も
12
月

に
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
職
員
と
お
や
じ
の
会
と
の

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
の
合
唱
な
ど
で
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の

方
の
観
覧
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
生
徒
の
活
躍
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

『
名
門
千
秋
中
学
校
』
が
ま
す

ま
す
輝
き
、
発
展
し
て
い
き
ま
す

よ
う
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
↓
始
業
式
の
一
場
面
】 

            

※
学
校
紹
介
は
次
号
に
続
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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う
ま
い
話
に
は
、
ウ
ラ
が
あ
り 

ま
す
。
大
切
な
資
金
や
貯
金
を
な 

く
さ
な
い
た
め
に
も
、「
儲
け
話
」 

や
「
悪
質
商
法
」
に
は
注
意
し
ま 

し
ょ
う
。
突
然
の
訪
問
・
電
話
に 

よ
る
勧
誘
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
一 

呼
吸
置
い
て
、
冷
静
に
な
っ
て
対 

応
し
ま
し
ょ
う
。 

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト 

悪
質
業
者
は
、「
う
そ
つ
き
」
… 

う
…
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い 

そ
…
相
談
す
る 

つ
…
つ
ら
れ
て
返
事
や
契
約
し

な
い 

き
…
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断 

 
 

る 

 

「
悪
質
商
法
」
の
手
口
も
巧
妙 

化
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
パ
タ
ー 

ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ポ
イ
ン 

ト
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

一
宮
警
察
署 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

の
る
も
の
か 

う
ま
い
話
と 

く
ち
ぐ
る
ま 

～    

悪 
質 
商 

法 

か 

ら 

身 

を 

守 

る 

た 

め 

に  

～ 

 

知
っ
て
お
き
た
い
代
表
的

な
「
悪
質
商
法
」 

●
点
検
商
法 

 
 

「
無
料
点
検
中
」
な
ど
と
言

っ
て
勝
手
に
入
り
込
み
、
不
要

な
工
事
を
し
た
り
、
商
品
を
売

り
付
け
る
商
法
で
す
。 

●
か
た
り
商
法 

 
 

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し

た
。
」
な
ど
と
、
身
分
を
偽
っ
て

無
用
な
工
事
を
し
た
り
、
物
品

を
売
り
付
け
る
商
法
で
す
。 

●
催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法 

 
 

閉
め
切
っ
た
会
場
に
人
を
集

め
、
日
用
品
な
ど
を
無
料
で
配

り
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い

状
態
に
し
て
、
高
額
な
商
品
を

売
り
付
け
る
商
法
で
す
。 

●
利
殖
勧
誘
事
犯 

 
 

「
元
金
保
証
」「
高
配
当
」
を

う
た
い
文
句
に
多
数
の
人
か
ら

 

高
額
の
出
資
を
募
り
、
お
金

を
騙
し
取
る
犯
罪
で
す
。 

●
贈
り
つ
け
商
法 

（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
） 

 
 

注
文
も
な
い
の
に
勝
手
に

商
品
を
送
り
付
け
、
代
金
を 

請
求
す
る
商
法
で
、
代
引
配

達
で
家
族
宛
の
配
達
物
で

あ
れ
ば
、
代
金
を
支
払
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。 

困
っ
た
と
き
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
【
悪
質
商
法
１
１
０
番
】 

℡
０
５
２
・
９
５
１
・
４
１
９
４ 

受
付
時
間 

月
～
金 

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
） 

午
前
９
時
30
分
～
12
時 

午
後
１
時
～
４
時 

 

 
 

 

自
転
車
利
用
者
の 

交
通
事
故
防
止

  

自
転
車
は
、
運
転
免
許
を

必
要
と
せ
ず
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

に
、
多
様
な
目
的
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
転
車
利
用
者
が
交
通
法
規

そ
の
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た

り
、
た
と
え
知
っ
て
い
て
も

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き

は
、
交
通
法
規
を
守
る
意
識

が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

自
転
車
は
「
車
両
」
で
あ

り
、
歩
行
者
と
は
通
行
方
法

が
違
う
こ
と
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
。 

自
転
車
も 

子
ど
も
も
の
る
け
ど 

車
だ
よ 

 
 

～ 

自
転
車
も
車
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に 

～ 

 

平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

自
転
車
が
か
か
わ
る
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
自
転
車
利
用
者

に
新
た
な
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

          

  


